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慶
大
全
共
闘
結
成
（
9
.
9
）
で
反
撃

．１１

全
学
集
会
を
粉
砕
す

　
夏
休
み
は
日
吉
、
三
田
バ
リ
ス
ト
を
も
っ
て
闘
わ
れ
、
九
月
五
日
の
全
国
全
共
闘
結
成
、
九
日
の
慶
大

全
共
闘
結
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
闘
争
は
「
学
園
闘
争
」
か
ら
「
一
目
月
・
7
0
年
政
治
闘
争
」
へ
と
移
行

し
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
対
し
当
局
は
、
七
日
の
強
行
捜
案
を
是
認
し
、
照
日
は
機
動
。
隊
を
導
入
し
、
五
三
名

の
学
友
を
権
力
に
渡
し
、
三
田
を
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
と
い
う
破
廉
恥
な
行
為
を
し
て
お
き
な
が
ら
十
一

日
に
は
、
全
学
集
会
を
開
き
、
機
動
隊
導
入
を
正
当
化
し
、
三
田
で
の
授
業
再
開
を
発
去
、
疋
常
化
に
よ

る
、
明
確
な
闘
争
破
壊
を
挑
ん
で
き
た
。

　
闘
争
は
、
三
田
再
占
拠
を
め
ぐ
っ
て
長
期
化
、
先
鋭
化
す
る
だ
ろ
っ
。
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九
月
七
日
、
午
前
六
時
半
「
八
月
二

〇
日
の
傷
害
事
件
の
捜
査
」
を
名
目
に

慶
応
大
学
始
っ
て
以
来
は
じ
め
て
、
機

動
隊
が
三
川
校
内
に
強
行
捜
査
を
行
な

っ
た
。

　
当
局
は
い
ち
早
く
、
一
。
強
行
捜
査
は

傷
害
事
件
の
た
め
の
も
の
で
、
当
局
と

は
何
ら
関
係
な
い
」
旨
を
発
去
。

９月11日、日吉ラグビー場での全学集会

　
七
日
の
桟
動
収
導
入
に
対
し
て
、
尼

大
全
共
闘
準
図
会
は
、
日
吉
で
八
日
明

か
ら
抗
議
集
会
を
開
き
、
三
田
に
お
い

て
抗
議
集
会
を
開
く
事
を
決
め
約
一
五

〇
名
が
分
散
し
て
三
田
へ
向
か
っ
た
。

　
三
田
校
舎
正
門
前
で
は
、
私
服
簿
官

当
局
職
員
、
ガ
ー
ド
マ
ン
等
が
全
共
闘

系
学
生
が
学
内
に
入
る
の
を
実
力
で
阻

止
す
る
か
ま
え
も
見
せ
た
が
、
結
に
大

し
た
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
全
共
闘
系
学

生
は
学
内
に
入
り
南
側
桜
‥
前
で
集
会

を
開
い
た
。
約
一
時
間
、
出
羽
校
舎
前
で

集
会
を
行
な
っ
た
後
、
中
庭
に
場
所
を

侈
し
て
川
合
が
行
な
わ
れ
た
集
会
後
金

共
同
系
学
生
は
川
州
校
舎
を
再
封
鎖
、

午
後
六
時
す
ぎ
に
中
庭
に
結
集
し
て
学

内
を
デ
モ
。
正
門
回
に
さ
し
か
か
っ
た

時
、
学
生
の
前
に
初
め
て
胴
を
見
せ
た

佐
藤
川
冰
長
が
日
出
で
退
去
令
。
午
後

六
時
一
五
分
佐
薩
州
塾
長
け
警
察
に
似

動
収
導
入
を
要
請
あ
っ
と
い
う
問
に
各

所
の
入
り
口
を
機
導
ぼ
が
固
め
、
正
門

か
ら
・
私
河
口
を
先
頭
に
機
動
隊
員
三

〇
〇
火
一
近
く
が
乱
入
十
三
ち
が
学
内
で

又
逃
げ
場
を
失
な
っ
た
四
〇
名
ほ
ど
は

イ
タ
リ
ア
大
使
館
の
え
ん
の
下
に
逃
げ

こ
み
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
間

塾
長
が
退
大
会
を
だ
し
て
か
ら
全
く
あ

っ
と
い
う
問
の
出
来
事
だ
っ
た
。

九
月
九
日
、
午
後
三
時
か
ら
日
石
目
寄

敦
穴
に
於
い
て
、
慶
大
全
共
斗
結
成
大

会
が
聞
か
れ
た
。

　
訪
日
の
椴
勁
感
得
入
に
よ
る
五
〇
奴

各
に
及
ぶ
不
当
逮
捕
に
も
か
か
わ
ら
ず

会
場
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
三
五
〇
名
の

学
生
で
う
ま
り
、
結
成
準
備
会
か
ら
慶

大
大
全
共
斗
結
成
の
意
味
が
述
べ
ら
れ

つ
づ
い
て
、
日
吉
経
斗
委
、
三
田
理
財

日
古
文
斗
委
な
ど
各
斗
争
委
員
会
か

ら
の
借
‥
盃
問
が
述
べ
ら
れ
、
六
時
す

ぎ
ス
ロ
ー
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
今
後
の
斗

争
方
針
と
し
て
、
十
一
日
の
潟
玉
趾

粉
砕
と
十
二
日
の
三
ｍ
誼
学
生
大
会

で
の
闘
い
の
意
志
一
致
を
か
ち
と
り
、

六
時
半
す
ぎ
閉
会
し
た
。
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頂
心
は
九
月
十
一
日
午
後
一
時
五

十
分
ご
ろ
、
日
吉
の
ラ
グ
ビ
ー
場
で
、

全
学
集
会
を
開
い
た
。
こ
れ
は
、
十
二

日
か
ら
の
二
田
の
授
業
再
開
と
、
日
吉

バ
リ
ス
ト
リ
除
を
ね
ら
っ
て
問
い
た
も

の
。

　
集
会
場
に
は
、
’
釣
一
万
の
塾
’
生
か
夕

加
し
た
が
、
佐
藤
塾
長
が
演
壇
に
土
が

る
と
、
全
共
闘
系
塾
生
約
千
人
が
、
国
家

極
力
と
一
体
と
な
り
機
動
隊
の
導
入
で

紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
塾
艮
に
対

し
て
、
激
し
抗
議
の
ヤ
ジ
を
飛
ば
し

た
。
そ
の
た
め
褐
長
の
演
説
は
は
と
ん
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▲
昭
和
四
凹
年
度
阪
「
煙
啓
‥
乃
」
が
出

れ
た
。
白
’
一
‥
は
次
の
よ
・
っ
な
成
長
の
二
面

指
摘
し
て
い
る
。
吸
長
の
一
面
と
し
て
、

民
総
生
産
が
世
界
第
二
位
に
な
り
、
経
済
一

・
国
際
収
支
構
造
が
先
冲
図
化
し
、
国
際

の
天
井
が
び
ま
り
、
金
・
外
貨
準
咽
四
が

年
度
未
に
廿
八
億
一
千
万
″
ル
に
達
し
た

‘

と
を
述
べ
、
「
戦
後
の
回
峻
長
に
よ
っ
・

日
本
経
済
の
ぢ
訪
的
な
賃
恚
い
わ
れ
た

構
造
も
解
消
の
方
向
に
向
い
、
古
い
意
味

貪
困
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
な
く
な
り
は
じ
Ｉ

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
面
に
お
い
。

「
作
業
・
県
小
今
某
の
近
代
化
の
遅
れ
、
一

考
物
価
の
上
べ
惣
Ｓ
遜
の
ひ
ず
み
、
一

資
本
・
社
命
振
９
九
遅
れ
、
忿
陥
萍

叛
り
上
緊
、
一
成
長
の
過
程
は
新
た
に

ざ
よ
な
ひ
了
み
を
生
み
だ
し
た
。
」
監

し
て
い
る
ご
い
・
石
っ
な
二
面
性
を
指
摘
・
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今
後
真
の

ｍ

さ
を
求
め
て
に
く
べ
き
だ
．
」
と
強
調
し
．

‐ｍ

元
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
　
真
の
豊
か

・

Ｉ
ｍ
　
び
済
出
講
だ
け
徊
し
込
め
て
は
い
け
な

Ｉ
ｍ
　
今
日
の
よ
・
っ
芦
‥
凭
‥
孫
社
会
に
お
い
て

ー
－
Ｊ
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ど
聞
こ
え
な
い
１
半
分
足
・
っ
ず
で
打

切
ら
れ
た
。
　
一

　
そ
の
後
、
一
萍
呂
べ
・
拓
の
塾
生
が

ヤ
ジ
を
飛
ば
し
て
い
こ
ｒ
一
に
な
ぐ
り

か
か
っ
た
た
め
　
　
’
‘
回
り
は
騒
然

と
な
り
、
数
名

｝
四
い

が
負
傷
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
配
ら
れ
た
塾
長
名
の

ビ
ラ
に
は
、
八
ロ
の
権
貴
隊
導
入
の
理

由
と
Ｉ

入
、
四

い
た
。
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圖

，，

5面にさしかかっている。この闘争

l、今までの運動の再検討なくして

Sされない。われわれは、大学立法

:れに対する闘争経過、反戦運動と

:によって生まれた全国全共闘連合

種闘争の再検討と特殊慶応におけ

る米資闘争、こ

安保粉砕闘争口

月に向けてo

心

『
大
学
治
安
立
法
一

ｒ
ｌ
ｌ
き
右
り
’
ｊ
ｒ
ａ
ｓ
ｃ

一
に
わ
た
る
帝
国
主
義
的
再
編
過
程
に
、

大
学
総
体
を
全
面
的
が
つ
構
造
的
に
組

み
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

社
会
支
配
体
制
の
再
編
強
化
の
一
環
と

し
て
発
動
さ
れ
た
大
学
治
安
立
法
は
、

個
別
、
応
成
育
問
題
に
の
み
関
係
ず

る
法
案
で
は
な
く
、
安
保
、
沖
縄
を
軸

と
し
た
全
人
民
的
な
政
治
課
題
と
し
て

登
場
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
ぐ

れ
て
、
日
本
帝
国
主
義
の
七
〇
年
代
へ

向
け
て
の
基
本
動
向
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。

　
慶
大
三
田
に
お
け
る
９
・
７
機
動
隊

導
入
捜
査
＝
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
９
・
８

機
動
隊
導
入
八
Ｘ
の
先
進
的
学
友
の

不
当
逮
捕
は
、
明
ら
か
に
、
国
家
権
力

怠
ハ
学
当
局
に
よ
る
、
七
〇
年
安
保
、

直
接
的
に
は
十
一
月
佐
藤
訪
米
実
力
阻

止
闘
争
に
対
す
る
露
骨
な
予
防
弾
圧
で

あ
り
、
ま
さ
に
、
大
学
治
安
立
法
の
具

体
化
で
あ
る
。
大
学
当
局
が
「
理
性

の
府
と
し
て
の
大
学
」
「
大
学
自
治
」

云
々
を
口
に
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
う
し
た
用
語
の
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
、
階
級
性
を
暴
露
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
政
府
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
い
わ
ば
大
学
内
政
策
考
と
し
て
の
彼

等
が
、
如
何
に
「
中
立
」
性
を
装
お
う

と
し
て
も
わ
れ
わ
れ
に
は
一
切
通
用
し

な
い
の
で
あ
る
。

　
7

0
年
へ
の

　
　
　
日
帝
の
動
向

　
大
学
立
法
の
強
行
採
決
と
い
・
つ
事
態

が
、
動
揺
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
の
日

本
帝
国
主
義
の
動
向
に
規
定
さ
れ
、
ま

た
、
一
〇
、
十
一
月
闘
争
を
展
望
ず
る

意
味
か
ら
も
現
局
面
で
の
日
帝
の
動
向

・
政
治
情
勢
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

七
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
帝
国
主
義
の

基
本
動
向
は
、
戦
後
世
界
体
制
の
崩
壊

と
再
編
成
（
米
帝
を
中
心
と
し
た
帝
国

主
義
世
界
体
制
の
崩
壊
と
再
編
成
、
ソ

連
中
心
の
「
社
会
主
義
」
プ
ロ
ッ
ク
の

分
解
）
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
日
帝
が
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

の
ア
ジ
ア
か
ら
の
一
定
の
後
退
の
後
・

泥
沼
的
状
況
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

Z
1
1
S
3
r
i
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＆
y
＆
S
S
I
?
u

条
約
締
結
を
哭
１
‐
に
、
’
独
占
資
本
を
韓

国
を
筆
頭
温
灸
蚤
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ

進
出
さ
せ
、
「
資
本
・
貿
易
の
自
由
化
」

―
世
界
市
場
分
割
競
争
の
激
化
の
な
か

で
世
界
市
場
で
の
有
利
な
経
済
的
地
位

を
確
保
し
つ
つ
あ
‥
る
こ
と
と
照
応
す

る
。
政
策
的
に
は
、
ア
ジ
ア
開
発
閣
僚

会
議
、

‘ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｃ
等
一
連
の
動
き
に
現
実
化
さ
れ
て
い

る
。
。

　
日
帝
の
動
向
を
国
内
的
に
み
る
な

ら
ぱ
、
国
鉄
や
民
間
基
幹
産
業
に
お
け

る
徹
底
的
な
合
理
化
、
人
的
合
理
化
や

独
占
的
大
小
栗
の
合
併
、
中
小
児
業
の

倒
産
、
系
列
化
、
と
し
て
現
わ
れ
て
お

司
、
大
学
や
医
僚
の
分
野
に
至
る
社
会

の
全
分
野
に
お
い
て
帝
国
主
我
的
再
編

が
進
行
し
て
い
る
ゾ
て
し
て
、
治
安
体

制
の
強
化
完
備
（
破
防
法
、
騒
乱
罪
、

大
学
立
法
、
入
管
法
、
陸
上
自
衛
隊
の

出
動
訓
練
）
と
し
て
、
侵
略
と
抑
圧
に
抗

す
る
反
戦
派
労
働
者
、
学
生
の
一
切
の

政
治
闘
争
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
、
労
働

者
組
織
等
を
崩
壊
、
体
制
内
吸
収
さ
せ

る
な
ど
、
現
在
は
ま
さ
に
金
融
寡
頭
支

配
の
確
立
過
程
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の

七
〇
年
安
保
闘
争
は
、
こ
う
し
た
日
帝

一
の
全
動
向
に
対
す
る
非
妥
協
的
な
闘
い

’ 一
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
゜

‐
‐

‐
　
日
本
帝
国
主
義
の
七
〇
年
基
本
戦
略

が
、
沖
縄
を
含
め
た
自
主
防
衛
体
制
を

固
め
つ
つ
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の
侵
略
で
あ

り
、
（
東
南
）
ア
ジ
ア
に
お
け
る
再
一

が
日
本
、
ア
メ
リ
カ
を
軸
と
す
る
ア
ジ

ア
安
保
体
制
の
確
立
に
あ
る
な
ら
ば
、

沖
縄
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
こ
れ
ら
の
動
向

の
中
心
に
位
置
す
る
。
本
紙
回
号
で
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
沖
縄
は
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
後
の
極
東
情
勢
の
変
化
と
も
あ

い
ま
っ
て
日
米
、
米
韓
等
の
安
保
体
制

の
中
心
、
つ
ま
り
「
太
平
洋
の
要
石
」

と
し
て
の
戦
略
的
地
位
に
あ
る
。

　
Ａ
Ｓ
・
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
日
帝
の
東
南
ア
ジ

ア
政
策
の
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
に

「
地
域
経
済
協
力
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

世
界
体
制
の
再
編
と
い
う
政
治
情
勢
か

ら
反
革
命
軍
事
問
盟
化
へ
向
い
つ
つ
あ

る
と
い
え
る
。

　
ｍ
￥
＆
ｔ
Ｋ
４
!
Ｎ

ｍ
ｋ
!
Ｎ
‐
ｔ
ｌ
、
見

ニ
　
「
人
肌
は
自
分
じ
し
ん
ａ
歴
史
を
つ

く
る
。
だ
が
、
思
う
侭
に
で
は
な
い
。

自
分
で
え
ら
ん
だ
環
境
の
も
と
で
で
は

な
く
て
、
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
、
あ
た

え
ら
れ
、
持
越
さ
れ
て
き
た
環
境
の
も

と
で
つ
く
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
マ
ル
ク

ス
「
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ

ー
ル
十
八
日
」
よ
り
）

　
昨
年
の
米
軍
費
余
闘
争
が
、
個
別
医

学
部
体
制
の
犯
罪
性
を
全
学
的
に
斗
い

ぬ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
逆
に

ま
た
医
学
部
外
代
理
闘
争
と
し
て
、
医

学
部
の
個
別
情
況
の
ラ
ジ
カ
ル
な
変
革

を
定
着
し
え
な
か
ヽ
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ

記
憶
に
新
し
い
。

支
配
層
の
強
権
閤
あ
る
い
は
改
良
的
な
三
一

様
装
を
も
っ
刄
叛
乱
の
鎮
圧
を
侭
し
　
①
一

進
め
て
き
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
慶
応
医
学
部
に
深
く
静
か
に
進
行
し
　
畳

で
い
る
改
革
計
画
は
、
東
大
闘
争
で
暴
扮

露
さ
れ
た
半
封
建
的
秩
序
体
系
を
基
盤
の
一

に
し
つ
つ
、
支
配
膳
の
収
奪
率
の
向
上
島

を
計
る
医
療
再
編
合
理
化
策
動
の
ソ
フ
す
ｆ

ト
な
形
態
で
、
医
原
万
働
者
に
重
く
の

し
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

　
医
学
部
闘
争
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争

を
逓
減
第
一
次
研
修
協
約
墾
否
し

て
前
進
す
る
過
程
で
、
運
動
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吸
収
ず
る
目
的
を
も
っ
て
登
場

し
た
近
代
化
路
脈
は
、
東
大
闘
争
海
で

　
米
貴
闘
争
と
前
後
し
て
、
全
国
学
園
ラ
ジ
カ
ル
に
戦
い
と
ら
れ
た
医
局
解
体

闘
争
の
中
軸
と
な
っ
た
東
大
闘
争
の
全
を
歪
少
化
し
な
が
ら
、
改
革
的
な
甘
い

而
爆
発
は
、
我
々
が
自
己
の
拠
点
で
切
－
ヴ
ェ
ー
ル
公
か
ぶ
せ
た
再
編
合
理
化
政

り
抜
け
な
か
っ
た
諸
課
題
を
先
駆
的
に
策
を
貫
瞰
さ
せ
よ
う
し
、
無
知
盲
目
な

牽
引
し
て
い
っ
た
。
東
大
闘
争
の
各
戮
　
一
部
社
民
部
分
を
た
く
み
に
利
用
し
つ

線
で
の
根
底
的
斗
い
は
、
支
配
体
制
の
　
つ
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ
の
一
環
を
着
々
と
形
成
し

構
造
を
転
倒
さ
せ
る
新
鮮
な
戦
術
を
表

現
し
て
い
た
。

　
昨
年
の
東
大
闘
争
を
頂
点
に
し
た
全

国
的
な
研
究
・
教
育
機
関
で
の
叛
乱
は

は
明
ら
か
で
あ
り
、
事
実
上
の
安
保
条

約
の
拡
大
強
化
に
他
な
ら
な
い
。

　
本
土
復
帰
の
幻
想
を
逆
用
し
た
政

府
の
Ａ
本
工
、
海
縄
の
一
体
化
Ｖ
策
動

を
軸
と
し
た
七
〇
年
安
保
は
、
十
一
月

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
で
は
改
革
計
画
は
ど
の
よ
う
な
内
容

を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
昨
年
末
、
慶
大
の
中
枢
管
理
機
関
の

の
佐
藤
訪
米
を
も
っ
て
男
侭
的
に
確
立

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
時

は
同
時
に
Ｆ
戦
派
労
働
者
、
学
生
、
人

民
の
総
反
乱
に
階
級
的
恐
怖
に
驚
愕
す

る
こ
と
で
あ
ろ
つ
。

国
全
共
闘

へ
の

　
一
九
六
四
一
五
の
、
原
潜
寄
港
阻
止

日
韓
斗
争
に
お
け
る
抑
圧
的
な
斗
い
を

打
ち
破
り
、
そ
の
後
の
階
級
斗
争
の
激

動
状
況
を
生
み
出
し
た
の
が
、
六
七
年

一
〇
・
八
羽
田
斗
争
で
あ
っ
た
。
一
〇

・
ハ
羽
田
斗
争
以
後
切
り
拓
か
れ
た
、

日
本
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
馨
戦
国
化
反

対
、
基
地
撤
去
斗
争
は
、
一
一
・
一
二

羽
田
、
六
八
年
一
月
の
エ
ン
プ
ラ
、
二

Ｉ
Ｉ
ｓ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
s
l
~
l
l

s

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ

権
の
増
進
。
１
で
は
ア
メ
リ
カ
の
核

体
制
の
一
戦

｀
こ
し
て
の
日
本
の
「
国
防

カ
」
の
増
墜
後
者
は
ヽ
日
米
軍
事
同

盟
の
環
で
あ
か
沖
縄
を
め
ぐ
っ
て
、
沖

縄
の
「
祖
国
厦
帰
」
を
利
用

１

１

：し

・て

Ｅ　｀
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